














































































































































に対する返事で、 「高貴な人が「花の名」を問うたこ に対す 答え 挨拶の歌だった」と清水婦久子
⑴
が主張している。 「女が「心あてにそれか」と見た





「例の、方には重からぬ御心」 （夕顔巻・一四一頁）と思われる好き人で 近寄って確かめようとする「花 夕顔」が実際に 女」であることもはっきりしている。そして、女 「光あり…」の歌を通じて、自分を「 」の花に譬えて、源氏の愛情を疑った
⑶
のである。地の文においても、 「かの夕顔のし
















































きを知る） 」では、二重線で示したように、 「解眉」 （顰めた眉






































































































































































































































































































































く） 」 という用例が見られる。 これは、
















































詩に受容されたことが分か 漢詩の世界における眉を顰めるという 「思婦」のイメージが具体的にどの詩集から平安人に摂取されたかは判断できないが、『白氏文集』はもちろん、 『文選』と双璧と称されるべき、六朝詩の精粋を取り集めた『玉台新詠』や江総の個人 『江令君集』 、そ に『芸文類聚』はともに藤原佐世の『日本国見在書目録』に記録されており、平安知識人たちの目にとまっていたとしても不思議ではない。
 
夕顔巻の問題に戻る。漢詩文の教養が高いと考えられる『源氏物語』の作
者は、 「開眉」 という漢語を読み下して、 「眉ひらけたる」 という形で、 「夕顔」に対する描写として物語に織り交ぜた。 それは 夕顔」 が通り掛っている 「御車」の中に、尋ねて来 ほしい人物が居るのではないかと思 、ふと気が晴れたことを表象していると読み取れるのではないだろうか。 つまり、 「白き花」の表情と「夕顔」の心情が重層的に描き出されることとなったと言える。
 
夕顔が常々、家の前を行き来する車 動静を心掛けている様子は、 「車の







































































































































伝』 に残されている。 「班」 という姓の女性は西漢の成帝の寵を受けたもので、「婕妤」という妃の位を授けられた。後に成帝 愛情が移り、趙飛燕・趙合徳姉妹の讒言に害されて、婕妤は自ら長信宮 退居して皇太后に仕えることを請い、賦を作って自分を哀れんだ（通称「自悼賦」
⑺
） 。成帝が崩御後、婕




















































































































のような丸い団扇は、夫婦の和合を象徴している。夏頃、いつも「君」 （夫）の懐や袖中に出入りして愛されているが、秋になるのを恐れて なぜなら、炎暑は涼風 取って代わられ、団扇は箱中に棄 られ、 「君」の情けも途絶えてしまう。この五言楽府において 女性 自分を団扇に譬えて、秋風に取って代わられるように、容姿が衰えるにつれて、 の位置がほかの女性に奪われ、夫の情愛の変わり易さに対する怨みを表現する。
 
以後、班婕妤という人物と扇というアイテムが文学において結び付く。白

























































右の五言詠物詩では、表面上、 「白団扇」というものを描写の対象にして、手にしている秋の満月のような 「白団扇」 を揺るがせば、 清らかな風とともに、あでやかな香りが生じてくることを表現しているように見えるが、実際 詠作対象はその香りの持ち主の女性である。 「白団扇」が女性と一体化し、扇を手にしている「主人」に愛おしく思われる。
 
この「嬌香意に乗じて發す」 「白団扇」は、夕顔の「もて馴らしたる移り

























D】の傍線部、 「蛍 けに あはれなり」という文の表現につい































































































































































として、平安人に認められる点 疑いがない。 『源氏物語』の作者も、 「白き扇」の象徴を認めた上で、わざと夕顔の手に取らせたのだろう。
 
この時点において、源氏や読者にまだ知られるはずもないことであるが、

















































































































































































































































思婦が冷たい秋の月夜、遠方にいる夫の冬衣を作るため、砧を打ってい 。この止むところのない哀愁に満ちた砧の音を聞く「私」 （白居易）は、夜が明けたら、頭髪 真っ白になってしまう。一方、源氏 とって、あ 宿で響いた「砧の音」はまるで夕顔の嘆き声のよ 、時空 超えて聞こえ く のだろう。こ 点について、中西進は次のように指摘している。
 










夕顔の思慕する対象について、両氏は異なった見解を述べたが、 「砧 音」という「記号」によって、夕顔が思婦のイメージと重層的に描かれている点については、意見を共にし いる。
 
先に、なぜ「砧の音」が「思婦」のイメージと繫がったかについて、説明
しよう。中国の古典文学史 おい 最初に「衣を搗つ」こ を文学作品に書き記したのは、班婕妤の「搗素賦（素を搗 賦） 」
⒂
である。この賦は砧の
















に題して行人に寄す） 」 （ 『玉台新詠』巻四） 、全詩を掲げる。
 
自君之出矣








    砧杵夜不發












    帳中流熠燿

















































































































































に見えるが、実際にはその深層に頭中将の姿が大である。この事実を示すために、作者は巻の最初 、物思 をする女性 居るシンボルとして、 「笑みの眉ひらけたる」夕顔 花と班婕妤 「白き扇」を登場させ、それに終盤まで「砧の音」を鳴り響かせていた。このように漢詩文から受容 た言葉使いを運用し、頭中将 夕顔と源氏との間 介在させる手法によって、物語を重層的に構築 ている。
 
夕顔は、班婕妤と同じように、愛情が移った夫、頭中将のもとから自ら遠



































































































































班婕妤作と伝えられる「搗素賦」は、 芸文類聚』 八十五 百穀部布帛部・素」
に抜粋が見られ、 『古文苑』巻三に全編が収録されている。
 
⒃
 
前掲注⒀天野紀代子論文参照。
 
